
写真1　農業には独立電源＆無線通信が必須…農業用に使える無線センサ端末を製作した
IoT無線LoRaでデータを1 km飛ばす

（a）キュウリのハウスに設置したセンサ端末
ソーラ・パネルを実装し，特に環境データを
注視したい植物の生長点付近など，電線を引
きにくい場所にも設置可能だ

（b）センサ端末の内部
強制通風筒を設け，空気の滞留による測定ムラを回避し，
日射による輻射熱を防ぎながら温湿度を計測する．ハウス
の過酷な環境を考慮し，蓄電デバイスにリチウム・イオン・
キャパシタを採用．制御マイコンはSTM32C011F6P6を
使用した
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農業用に使える
独立電源の無線センサ端末

　農業用に使える無線センサ端末を製作しました．気
温，湿度，CO2濃度，土壌水分量センサを搭載し，セ
ンサで測定した農場（圃

ほじょう

場という）環境データをIoT無
線LoRaにより送信します．
　LoRa−Wi−Fi変換アダプタをラズパイPico Wベー
スで製作し，クラウド上のサーバへ転送します．

センサ端末は，農業現場での長期運用を想定し，ソ
ーラ発電により電源を供給しリチウム・イオン・キャ
パシタに蓄電することで，圃場に設置するだけで自動
的にデータを収集できるシステムの実現を目指して開
発しています．

● システムの構成
今回開発した無線センサ端末（写真1）とゲートウェ

イ端末の概要を図1に示します．無線センサ端末は，
プライベートLoRa通信モジュールを搭載しており，
圃場から約1 km離れた自宅までデータを送信するこ
とができます．これにより圃場にインターネット環境
を構築する必要がありません．さらに，電源供給には
ソーラ・パネルとリチウム・イオン・キャパシタを用
いており，100 Vの電源ラインを引く必要もありませ
ん．一方，ゲートウェイ端末（写真2）は，自宅内に設
置することができるため電源の心配はいりませんし，
既存のインターネット環境を利用してWi−Fi通信を
自宅のネットワークに接続するだけで，クラウド・サ
ーバへのデータ送信が可能になります．
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1 km飛ばせてソーラ動作！
農業用センサ端末回路

農業で定番の課題… 
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第1部　電源と通信はリモートがキモ！農業エレクトロニクス製作集
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